
１　施設の概要

２　施設の利用状況

３　指定管理者の概要

施設名 唐津市鳴神温泉ななのゆ 所在地 唐津市七山滝川１１５０番地

設置目的
温泉を利用した施設を設置することで観光及び産業の振興に寄与し、かつ、地域住民の
健康及び福祉増進のため憩いと交流の場を提供し、地域の活性化を図るもの

指定管理者モニタリング評価シート

評価対象年度： 令和 5 年度

施設所管課　： 七山市民センター産業・教育 課

休館日
毎月第一火曜日
１月１日及び１２月３０・３１日

開館時間 午前１０時から午後９時まで

説　明 令和 2 年度 令和 3 年度 利用状況の傾向と増減の要因

入館者数 92,981 人 106,773 人 132,516 人 131,209

年度 令和 4 年度 令和 5

人
コロナ過以前までは回復していないもの
の、横ばいで推移。

指定管理者

名称 株式会社鳴神温泉

所在地 唐津市七山滝川１１５０番地

代表者 代表取締役　鬼塚　晃

3 月 31 日

指定管理者の業務内容
（１）鳴神温泉の利用の許可に関する業務
（２）鳴神温泉の施設及び設備の維持管理に関する業務

1 日 ～ 令和 6 年指定期間 令和 3 年 4 月

人

事業の実施状況

１　鳴神温泉の利用の許可に関する業務
  ・施設利用料の徴収

２　鳴神温泉の施設及び設備の維持管理に関する業務
　・施設及び付属施設の維持管理及び建物修繕及び施設内の清掃

職員の配置状況

常勤
正規職員、フルタイム等

非常勤
嘱託・臨時職員、パート等

常勤の内訳

支配人1人、料理長1人、調理担当2
人、総務経理1人、フロント1人、メン
テナンス2人、レジ接客2人10 人 18



４　指定業務の収支状況　※仕様書や協定書に記載された業務 単位：円

保険料

５　自主事業の収支状況　※行政サービス向上のため、自主的に行う事業 単位：円

前年度の損失補填額を除いた
実際の収支

-8,318,031

令和５年度 令和４年度
増減額

決算額 決算額

利用料金収入
　※利用料金制の場合のみ

76,628,280 62,676,020 13,952,260

その他収入 799,803 13,201,559 -12,401,756

収　入 77,428,083 75,877,579 1,550,504

指定管理料 0 0

施設管理費 41,188,915 39,803,964 1,384,951

光熱水費 25,932,543 25,825,633 106,910

支　出 76,135,159 70,995,850 5,139,309

人件費 29,881,390 26,075,445 3,805,945

78,931 65,753 13,178

事務費 11,822,793 10,740,293 1,082,500

修繕費 1,730,147 1,277,430 452,717

広告宣伝費 484,110 692,001 -207,891

その他支出 2,664,854 3,418,441 -753,587

収支 1,292,924 4,881,729 -3,588,805

その他 1,140,391 1,202,854 -62,463

施設使用料 2,400,000 1,698,000 702,000

決算額 決算額

収　入 79,137,875 80,633,396 -1,495,521

利益配分額 646,462 -

令和５年度 令和４年度
増減額

自販機、テナント等 12,653,353 12,022,492 630,861

その他収入 3,485,386 11,244,574 -7,759,188

料理売上等 62,999,136 57,366,330 5,632,806

人件費 31,917,484 30,411,201 1,506,283

光熱水費 6,094,802 6,526,474 -431,672

支　出 75,676,529 74,298,119 1,378,410

収支 3,461,346 6,335,277 -2,873,931

事業費 36,625,444 33,817,891 2,807,553

その他 1,038,799 3,542,553 -2,503,754



６　項目別評価

1 業務の履行状況

 (1) 運営業務（全般）

 (2) 維持管理業務

評　価　項　目 評価の根拠
(確認資料等)

自
己
評
価

市
の
評
価

適 適

施設の利用者数、稼働率を適切に管理して
いるか。

業務日誌、事業
報告書 適 適

評 価 の 視 点

①運営管理

条例、協定書等に従い、開館日、開館時間
等を遵守しているか。

業務日誌 適 適

使用料または利用料金の徴収、減免手続き
等を適切に行っているか。

業務日誌

③管理記録
業務日誌等を適切に記録し、保管している
か。

業務日誌、事業
報告書 適 適

従業員の資質向上のための指導、研修等を
適切に実施しているか。

業務日誌、事業
報告書 B B

②人員体制

施設の管理運営に必要な資格、経験等を有
する人員が過不足なく配置されているか。

業務日誌、事業
報告書 適 適

従業員の労働条件は適正であるか。
業務日誌、事業
報告書 適 適

④連絡調整

協定書等に定めた各種報告書を、期限内に
市に提出しているか。

業務報告書、実
地調査 適 適

市や関係団体等との連絡調整を適切に行っ
ているか。

業務日誌、事業
報告書 適 適

適

緊急時の連絡体制、マニュアルを整備し、
定期的に研修、訓練等を行っているか。

業務日誌、実地
調査 B C

⑤危機管理

基本協定に定めるリスク分担に従い、適切
な対応を行っているか。

業務日誌、事業
報告書 適 適

緊急時に直ちに措置を講じ、市に報告を
行ったか。

業務日誌 適

⑥個人情報保護

個人情報保護に関する法令等を遵守してい
るか。

実地調査 適 適

施設利用者等の個人情報の漏洩、滅失等の
事故防止策を講じているか。

実地調査 適 適

B

清掃、警備、衛生管理その他施設管理に必
要な業務を適切に行っているか。

実地調査 B B

①維持管理

省エネルギー、省資源など環境への配慮が
なされているか。

実地調査 適 適

施設や設備、備品等の保守管理（点検や修
繕等）を適切に行っているか。

実地調査 B

②再委託

再委託にあたり、事前に契約方法及び契約
事項を市に報告しているか。

実地調査 適 適

再委託先からの業務報告を受けるなど、履
行状況を適切に管理しているか。

実地調査 適 適



2 サービスの質

 (1) 運営業務（利用者対応、情報発信等）

 (2) 事業実施状況

 (3) 地域貢献

3 継続性・安定性

 (1) 運営業務（経理事務、予算執行等）

 (2) 収支状況

※ 上記の評価項目、評価の視点は標準的なものであり、施設の特性に応じて調整（追加、削除）を行うこととする。

適

施設利用者への言葉使い、態度、服装等、
接遇が適切であるか。

業務日誌 適 適

①利用者対応

施設利用者に対して、設備、備品等を適切
に提供しているか。

業務日誌 適 適

施設の利用許可、案内等を迅速かつ適切に
対応しているか。

業務日誌 適

②苦情等対応

要望、苦情等を整理し、遅滞なく市に報告
しているか。

業務日誌、
Google等 適 適

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応
しているか。

業務日誌、
Google等 B B

B

④施設の
　利用状況

施設の利用者数、稼働率等に関する目標を
達成しているか。

業務日誌、事業
計画書 C C

③利用者
　アンケート

適切な利用者アンケート調査を実施し、そ
の結果が良好であるか。

お客様アンケー
ト B B

利用者アンケートの結果に基づき、適切な
改善策を講じているか。

お客様アンケー
ト B

⑤情報発信

利用者の利便性向上のため、ホームページ
等の更新、管理を適切に行っているか。

ホームページ 適 適

各種媒体を利用し、事業、イベントの開催
案内等の広報を適切に行っているか。

HP、FB,インス
タ、LINE,GMB A A

A A

地元事業者からの物品調達など、地元を活
用した運営がなされているか。

業務日誌、事業
計画書 B B

B

①地域貢献

地元雇用を積極的に行っているか。
業務日誌、事業
計画書 適 適

地域の意向に沿った運営や、地域活動への
参加・協力を行っているか。

業務日誌、事業
計画書

①事業実施状況

事業計画に定めた事業を適切に実施してい
るか。

業務日誌、事業
計画書 適 適

施設の設置目的に沿った自主事業を実施
し、市民サービスの向上が図られたか。

事業計画書、実
地調査 B

②予算執行
収支予算書の範囲内で適正に予算を執行し
ているか。

出納簿、支出証
拠書類簿、事業
報告書

適 適

①経理事務
専用口座、帳簿等を備え、指定管理業務に
係る経理区分が明確に整理されているか。

出納簿、事業報
告書 適 適

①経費縮減
施設の管理運営に係る経費が縮減されてい
るか。（経費削減に努めているか。）

出納簿、事業報
告書、実施調査 B B

③取引状況
取引先等の関係業者との関係は良好である
か。

出納簿、事業報
告書、実施調査 適 適

③収支状況
収支予算書と比較して、収支状況は妥当で
あるか。（目標を達成しているか。）

事業報告書 B B

②収入増加
収入増加のための取り組みがなされている
か。

事業報告書、実
地調査 B B



６　総括評価及び総合評価

B

総
括
評
価

1 業務の履行状況 B 指定管理者の管理運営に対する評価・コメント

2 サービスの質 B 　利用客数については、コロナ過以前の水準には達していないが、前年
度と同水準で推移している中、昨年度に引き続き株主配当ができたこと
は評価できる。
　唐津市民及び市外に向けてのイベント、サービスを意欲的に実施し集
客のＵＰを図っている
　今年度特筆すべきは７月の豪雨災害によって被災された方々やボラン
ティアに対し無料開放を行うなど地域貢献に注力した。

3 継続性・安定性 B

総 合 評 価


